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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
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　配列番号：149のポリヌクレオチドにコードされる配列番号：150のポリペプチドを含む
、C型肝炎の治療のための薬学的組成物。
【請求項２】
　コードされるポリペプチドがポリエチレングリコールに結合されている、請求項1記載
の薬学的組成物。
【請求項３】
　ポリエチレングリコールが、メトキシ-ポリエチレングリコールプロピオンアルデヒド
である、請求項2記載の薬学的組成物。
【請求項４】
　ポリエチレングリコールが約20kDまたは約30kDの分子量を有する、請求項2記載の薬学
的組成物。
【請求項５】
　ポリエチレングリコールがポリペプチドのN末端に結合される、請求項2記載の薬学的組
成物。
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